ゆきかへ り 

学校の 往還 に —— すべての 物が 白雪に 掩 はれて 居 

る 中で —— 日の 映った 石垣の 間な どに 春 待 顔な 雑草 を 

見つける こと は、 私の 楽しみに 成って 来た。 長い間の 

冬籠り だ。 せめて 路傍の 草に 親しむ。 

南向き もしくは 西向きの 桑 畠の 間 を 通る と、 あの 葉 

の 緑 だけ 紫色な 「かなむ ぐら」 がよく 顔 を 出して 居る。 

「車 花」 ともい ふ。 あの 車の 形した 草が 生えて 居る や 

うな、 土手の 雪 間に は、 必 つと 「青 はこべ」 も蔓 ひの 

たくって 居る。 「青 はこべ」 は 百姓が 鶏の 雛に 呉れる 

もの だと、 学校の 小 使が 言った。 石垣の 間に は、 スプ 

ゥンの 形した 紫 青色の 葉 を 垂れた 「鬼の は、 V き」 や、 



草木の こと を 言へば、 福寿草 を 小鉢に 植 ゑて 床の間 

に 置いた ところが、 蕾の 黄ばんで 来る 頃から 寒さが 強 

くな つて、 暖ぃ日 は 起き、 寒い 日 は 倒れ 萎れる 有様で 

ある。 驚くべき は 南天 だ。 花瓶の 中の 水 は 凍りつ めて 

居る のに、 買って 挿した 南天の 実は 赤々 と 垂下って 葉 

も 青く 水気 を 失 はず、 活々 と 変る ところが 無い。 

君 は 牛乳の 凍った の を 見た ことがあるまい。 淡い 緑 

色 を 帯びて、 乳ら しい 香 もなくなる。 こ、 では 鶏卵 も 

凍る。 それ を 割れば 白 味 も 黄 味 もザク /\ に 成って 居 

る。 台所の 流 許に 流れる 水 は 皆な 凍り 着く。 葱の 根、 

茶 滓まで 凍リ 着く。 明 窓へ 薄日の 射して 来た 頃、 出刃 



庖丁 か 何 かで 流 許の 氷 をかん/ \ 打 割る とい ふ は暖ぃ 

国で は 見られない 図 だ。 夜 を 越した 手桶の 水 は、 朝に 

成って 見る と 半分 は 氷 だ。 それ を 日に あて 氷 を 叩き 落 

し、 それから 水 を 汲 入れる とい ふ 始末 だ。 沢庵 も、 茶 

漬も 皆な 凍って、 嚙 めば ザク /\ 音 がする。 時には 漬 

物まで 湯です ゝ がねば ならぬ。 奉公人の 手 なぞ を 見れ 

ば、 黒く 荒れ、 皮膚 裂けて ところぐ 紅い 血が 流れ、 

水 を 汲む に は 頭巾 を 冠って 手袋 を はめて やる。 板の間 

へ 掛けた 雑巾の 跡が 直に 白く 凍る 朝 なぞ はめ づ らしく 

ない。 夜更けて、 部屋々々 の 柱が 凍み 割れる 音 を 聞き 

ながら 読書で もして 居る と、 実に 寒さが 私達の 骨まで 
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• 表記に ついて 

本文 中の/ \ は、 二倍の 踊り字 (「く」 を 縦に 長く した 

ような 形の 繰り返し 記号)。 

蜀 点 jz: きの 二倍の 踊り字 は 「ん \|。 



